障保発第００１２１９号
平成３０年１０月　１日
指定障害児通所支援事業者　様
　　　　　　　　　　　　　　　　　　

熊本市長　大西　一史
（障がい保健福祉課扱い・公印省略）

上限額管理事務（同一世帯で複数児童が障害児通所支援を
利用している場合）の取り扱い変更について（通知）
　日頃から、本市の福祉行政にご理解とご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。
さて、本市は利用者負担軽減の制度として、平成30年3月まで、独自助成（自治体助成２分の１）を実施しており、児童1人ひとりに対しての上限額管理および本市独自助成を実施していました。平成30年4月より、独自助成率を２分の１から４分の１に見直したことにより、世帯で複数のお子様が障害児通所支援を利用される場合、利用者様に一時的に負担上限月額以上の負担が発生することとなりました。
このような状況を踏まえ、平成30年9月サービス利用分より、上限管理事業所が上限管理事務を実施することにより、利用者負担上限月額を超過しないよう調整することとします。
なお、平成30年8月以前のサービス利用分の利用者負担上限額の超過払いについては、償還払いを行います。対象となる方については、後日個別にお知らせいたします。
このことについて、平成30年８月時点で複数のお子様が障害児通所支援を利用している世帯（利用者負担上限月額が０円の世帯を除く）に、別添の通知（平成３０年９月１８日付上限額管理事務（同一世帯で複数児童が障害児通所支援を利用している場合）の取り扱い変更について（通知））にて保護者へ周知しています。

つきましては、平成３０年９月以降新たに障害児通所支援を利用している利用者様がいらっしゃいましたら、別添の通知につきまして保護者の方へご案内いただきますようお願いいたします。
また、平成30年9月サービス利用分より別添の上限額管理事務マニュアル、Ｑ＆Ａ及び計算シートをご確認のうえ、適切に上限額管理事務及び給付費の請求を行っていただきますようお願いいたします。
何卒ご理解とご協力のほど、よろしくお願いいたします。
	【問い合わせ先】　　　　　　　　　

熊本市役所　障がい保健福祉課　（11階）

担当：自立支援班（池田・池部・角田） 
※ご質問はメールにてお願いいたします。

shougaihokenfukushi@city.kumamoto.lg.jp
ＴＥＬ：０９６－３２８－２５１９


